
体 協 だ よ り 平成 7年 7月

国
体
を
契
機
に
体
力
づ
く
り
を

二
Ｏ
⑤
Ｏ
年
に
行
わ
れ
る
富
山
回
体
も
開
催
さ
れ
る
ま
で
、

あ
と
五

年
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
の
強
化
計
画
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に

聞
い
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
優
勝
で
き
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

体
育
と
い
う
も
の
は
、

競
技
に
し
ろ
、

体

力
づ
く
り
に
し
ろ
、

二
〇
〇
〇
年
国
体

一
年

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

引
き
続
き
こ
の
気

持
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

運

動
に
よ

っ
て
心
身
を
鍛
え
ら
れ
養
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
高
岡
市
体

育
協
会
で
は
高
岡
市
民
全
体
の
体
力
づ
く
り

を
推
奨
し
又
は
あ
ら
ゆ
る
競
技
に
参
加
す
る

意
識
を
も

っ
て
い
た
だ
き
、

自
か
ら
進
ん
で

競
技
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
市
民
が
何
ら
か
の
運
動
を
趣
味
と
し
て

行
い
日
本

一
の
体
育
の
町
に
な
る
よ
う
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
強
い
て

は
自
己
の
健
康
づ
く
り
に
も
、

更
に
は
高
岡

市
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。
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体 協 だ よ り平成 7年 7月

来
賓
に
細
呂
木
教
育

長

・
新
田
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
団
副
理
事
長
並

び
に
狩
野
体
育
保
健
課

長
を
お
迎
え
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

橘
会
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
や
細
邑
木
教
育

長
に
よ
る
佐
藤
市
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
に
（財
）

高
岡
市
体
育
協
会
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
議
事
に

入
り
、

議
長
に
大
井
昭

一
氏
（柔
道
連
盟
会
長
）

を

選
任

し
、

議

題

に

沿

っ
て
次
の
事
柄
を
承

認

・
可
決
し
ま
し
た
。

一
、

平
成
六
年
度
事
業

銀
秘
上
口
、

二
、

平
成
六
年
度
収
支

決
算

三
、

役
員
の
変
更

四
、

平
成
七
年
度
事
業

計
画

五
、

平
成
七
年
度
収
支

．
　
予
算

（総
額
三
千
一
百
五
十
万
円
）

本
年
も
低
金
利
で
運
用
収
益
の
低
下
の

中
で
強
化
事
業
の
予
算
の
増
加
に
務
め

た
。

こ
の
為
、

寄
附
行
為
第
二
十
条
に

あ
る
贅
助
会
員
を
募
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
こ
の
事
に
各
加
盟
団
体
の
ご

協
力
を
得
る
事
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
高
岡
市
駅
伝
競
争
大
会

（十

一
月
開
催
予
定
）
の
内
容
に
つ
い

て
質
問
が
さ
れ
た
が
、

細
目
は
検
討
中

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、

懇
親
会
を
開
催
し
ま

し

た
。

〈第

一
回
理
事
会
）

日
　
時
　
　
　
四
月
二
十
四
日

場
　
所
　
　
　
市
民
体
育
館
会
議
室

出
席
理
事
　
　
一
一十
名

議
長
に
橘
会
長
を
選
任
し
、

議
事
に
は

い
る
。

①
平
成
六
年
及
び
七
年

の
事
業

・
決

算

・
予
算
を
審
議
す
る
。

決
算
方
式

を
変
更
す
る
提
案
が
あ

っ
た
が
、

従

来
ど
お
り
と
す
る
事
に
決
定
。

②
役
員
の
変
更
を
原
案
ど
お
り
承
認
。

③
体
協
表
彰
者
を
承
認
。

〈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

☆
表
彰
状

大
橋
喜
八
郎

（市
民
あ
る
こ
う
会
）

健
康
で
明
朗
な
市
民
生
活
の
た
め
に

副
会
長
と
し
て
尽
力

神
谷
　
文
二

（
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

永
年
理
事
長
と
し
て
協
会
の
発
展
に

寄
与
し
、

又
体
協
の
理
事
と
し
て
運

営
に
尽
力

江
川
　
正
美

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
）

協
会
設
立
に
尽
力
し
、

理
事
長

・
副

会
長
と
し
て
貢
献

関
　
　
久
幸

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

十
二
年
間
理
事
長
と
し
て
協
会
の
発

展
に
尽
力
し
、

又
体
協
の
理
事
と
し

て
貢
献

中
尾
　
英
昭

（テ
エ
ス
協
会
）

十
二
年
間
理
事
長
と
し
て
協
会
運
営

に
貢
献

滝
田
　
　
悟

余

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）

全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
　
一二
位

竹
沢
　
新
吾

（
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

国
体
十
二
回
連
続
出
場

気
谷
　
篤
人

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
日
本
総
合
選
手
権
大
会

，複
二
位

同
　
　
　
　
　
　
　
混
合
複
三
位

〈新
役
員
〉

参
与
　
細
邑
木
六
良
（市
教
委
教
育
長
）

川
淵
　
義
弘
（中
体
連
会
長
）

川
田
　
盛
稔
舎
同
体
連
会
長
）

理
事
　
大
坂
　
昭
輔
（体
協
事
務
局
長
）

狩
野
　
忠
則
（体
育
保
健
課
長
）

大
達
　
義
明
（ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団
事
務
局
長
）

西
村
　
和
人
（中
体
運
理
事
長
）

事
務
局
次
長
　
本
田
　
幸
光

ツ

ジ

員
に
な
ら
れ



平成 7年 7月体 協 だ よ り

本
山
　
秀
昭

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
日
本
総
合
選
手
権
大
会
　
単
二
位

佐
々
木
　
忍

（バ
ド
ミ
ン
ド
ン
協
会
）

全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会
複
二
位

全
日
本
結
合
選
手
権
大
会
混
合
三
位

高
岩
　
住
恵

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
日
本
混
合
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
三
位

松
田
　
治
子

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
日
本
総
合
選
手
権
大
会
混
合
三
位

山
田
　
潤
子

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
国
高
校
選
手
権
大
会
　
　
単

一
位

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
複
二
位

山
田
　
主円
子

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
国
高
校
選
手
権
大
会

ャ
　

複
二
位

神
谷
　
仁
士

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

全
国
高
校
選
手
権
大
会
　
　
単
三
位

山
本
　
智
広

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）

全
国
高
校
選
手
権
大
会
　
　
一二
　
位

松
永
　
洋
祐

（柔
道
違
盟
）

イ
タ
リ
ア
Ｊ
ｒ
国
際
柔
道
大
会
　
一一一位

ト
ナ
ミ
運
輸
佛
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会
　
一二
　
位

国
民
体
育
大
会
　
成
年
男
子
　
一二
　
位

三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
佛
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

国
民
体
育
大
会
　
成
年
女
子
二
　
位

タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

（ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
違
盟
）

日
本
実
業
団
リ
ー
グ
　
　
　
一　

位

Ｊ

高
同
女
子
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

全
国
高
校
選
抜
大
会
　
　
　
一
一

高
同
工
芸
高
校
剣
道
部

全
国
高
校
選
手
権
大
会
　
　
一二

☆
感
謝
状

位位

石
田
　
金
次

（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

十
年
間
常
務
理
事

・
事
務
局
長
と
し

て
協
会
の
発
展
に
貢
献

久
田
　
仁

一

（中
学
校
体
育
連
盟
）

永
年
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技
の
振
興
と
二
年
間
中
体
連
会
長
と

し
て
尽
力

山
田
　
正
司

（ク
レ
ー
射
撃
協
会
）

十
年
間
理
事
と
し
て
尽
力

金
森
　
弘
子

（テ
エ
ス
協
会
）

女
性
理
事
と
し
て
協
会
業
務
に
貢
献

浦
島
　
忠
幸

（相
撲
連
盟
）

二
十
年
間
理
事
と
し
て
運
営
に
尽
力

中
野
　
栄
機

（水
泳
協
会
）

理
事
（計
時
主
任
）
と
し
て
永
年
尽
力

西
手
　
　
優

（
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
連
盟
）

事
務
局
長
を
永
年
務
め
運
盟
に
貢
献

藤
田
　
章

一

（サ
ッ
カ
ー
協
会
）

理
事
と
し
て
又
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
指

導
者
と
し
て
尽
力

三
国
　
愛
子

（陸
上
競
技
協
会
）

十
五
年
間
協
会
役
員
と
し
て
尽
力

大
屋
　
洋

一

（
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

）

二
十
三
年
間
常
任
理
事
と
し
て
協
会

発
展
の
た
め
に
尽
力

福
田
　
　
武

（卓
球
協
会
）

十
二
年
間
常
務
理
事
と
し
て
協
会
の

発
展
や
普
及
に
尽
力

米
島
　
義
三

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

二
十
年
間
理
事

・
常
務
理
事
と
し
て

協
会
運
営
に
貢
献

新
井
　
郁
夫

（中
休
連
）

十
六
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

と
中
体
連
の
役
員
と
し
て
貢
献

大
房
　
重
則

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
）

十
八
年
間
理
事
と
し
て
協
会
の
発
展

に
尽
力

r ' ‐
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■

高
岡
市
準
備
委
員
会
の
設
立

第
５５
回
国
民
体
育
大
会

去
る
二
月
二
十

一
日
佃
午
後

二
時
よ
り
富
山
県
高
岡
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

二
〇
〇
〇

年
国
体
開
催
の
高
岡
市
準
備
委

員
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

設
立
趣
旨
、

会
則
が
承
認
さ
れ
、

会
則
に
基
づ
い
て
市
民
各
層
か

ら
な
る
準
備
委
員
会
委
員
そ
し

て
準
備
委
員
会
役
員
、

常
任
委

員
会
の
構
成
が
決
ま
り
、

高
岡

市
と
し
て
の
本
格
的
な
取
り
組

み
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

■
！
！　
　
　
　
　
！！
！
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平成 7年 7月 体 協 だ よ り

謹
啓
　
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
台
に
は
、

日
ご
ろ
本
市
体
育

・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
格
別
の
ご
支
援
、

ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
岡
市
体
育
協
会
は
平
成
四
年
十

一

月
に
財
団
法
人
と
し
て
発
足
以
来
、

本

市
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
競
技
力
の

向
上
を
め
ざ
し
鋭
意
努
力
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

西

暦
二
〇
〇
〇
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る

第
二
十
五
回
国
民
体
育
大
会
に
向
け
て
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手

・
チ
ー
ム
の

育
成
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

本
協
会
に
お
い
て
も
、

あ
と
五
年
に

迫

っ
た
富
山
国
体
を
総
仕
上
げ
の
年
と

し
て
、

本
市
の
競
技
力
が
頂
点
に
達
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
「高
岡
市
ス

ポ
ト
ツ
選
手
強
化
計
画
」
を
策
定
し
、

優
秀
選
手

・
チ
ー
ム
の
育
成
強
化
、

指

導
体
制
の
整
備
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
大
、

推
進
組
織
の
整
備
を
柱
に
、

市
当
局
を
は
じ
め
各
競
技
団
体
や
関
係

各
位
の
総
力
を
結
集
し
、

組
織
を
挙
げ

て
課
題
に
取
り
組
む
決
意
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、

諸
事
業
の
遂
行
の

た
め
こ
の
趣
意
に
ご
賛
同
を
賜
り
、

賛

助
会
員
と
し
て
本
会
の
事
業
充
実
の
た

め
に
な
に
ぶ
ん
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

敬
　
具

平
成
七
年
七
月

働
高
岡
市
体
育
協
会

会
長
　
橋
　
康
太
郎

高
岡
市
ハ
ン
ド
ポ
ー
ル
協
会

当
協
会
は
，
昭
和
二
十
六
年
に
設
立

さ
れ
翌
二
十
七
年
に
高
岡
市
体
育
協
会

へ
加
盟
致
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、

競
技

活
動
と
し
て
高
岡
高
校
が
活
躍
ｔ
一
昭

和
二
十
四
年
の
富
山
県

ハ
ン
ド
ボ
一■
ル

選
手
権
大
会
で
水
見
高
校
を
３！
対
ｒ
で

破
り
優
勝
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
二
十

八
年
開
催
さ
れ
た
第
八
回
団
体
（四
国
）

出
場
ま
で
高
岡
中
部
高
校
の
活
躍
が

光

っ
て
い
た
一
　
　
　
　
　
　
！■
！

そ
の
後
―

現
高
校
制
に
な
り
女
子
で

は
高
岡
女
子
高
校
が
県
選
手
権
で
優
勝

す
る
な
ど
暫
く
高
岡
市
内
の
高
校
の
活

躍
が
あ
り
国
体
に
高
校

。
一
般
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
高
岡
か
ら
出
場
す
る
と
と
も

に
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
も
出
場
す
る
な
ど

黄
金
期
が
あ

っ
た
の
が
懐
か
し
い
思
い

出
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
富
山

団
体
に
お
い
て
水
見
高
校
の
活
躍
が
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
愛
好
者
や
県
民
に
大
き
な

感
動
と
競
技
の
浸
透
を
促
し
、

県
内
の

中
学
校
に
部
が
創
設
さ
れ
る
機
会
と
な

り
現
在
の
中
学
校
の
活
躍
が
あ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
全
日
本
チ
ー
ム
を
高

同
市
に
招
聡
ｔ
て
強
化
合
宿
を
実
施
す

る
と
と
も
に
！地
元
チ
ー
ム
と
交
流
試
合

を
行
う

な
ど
競

技
力
の
！

向
上
を

！

図

っ
た
。

ヽヽ
　ヽ
ュ

ン

ヘ
ン

オ
リ

ン
！

ピ

ツ
ク

大
会
よ

リ

ハ
ン

ド
ボ
ー

ル
批朔
路
４

が
正
式

に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
お
り
大
い
に

関
心
を
高
め
る
機
会
と
な

っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
い
て
は
、

高
岡
向
陵
高
校

が
安
定
し
た
実
績
を
も
つ
中
で
、

全
日

本
チ
ー
ム
に
加
入
す
る
選
手
を
輩
出
す

る
な
ど
目
ざ
ま
し
い
活
躍
が
あ
り
ま
す

一
方
、

中
学
校
に
お
い
て
も
県
選
手
権

大
会
等
で
常
に
上
位
に
位
置
す
る
チ
ー

ム
つ
く
り
が
な
さ
れ
、

今
後
↑
協
会
と

指
導
者
の
二
層
の
連
携
協
力
を
浜
め
更

な
る
競
技
力
の
向
上
と
来
る
二
〇
〇
〇

年
国
体
に
是
非
と
も
当
高
岡
市
か
ら

チ
ー
ム

・
選
手
が
多
数
出
場
す
る
よ
う

今
一
層
り
組
織
強
化
と
環
境
つ
く
り
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　

―
！
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☆
賛
助
会
員

・
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

事
業
を
後

援
す
る
個
人

・
団
体
ま
た
は
法
人
と

い
た
し
ま
す
。

（本
会
の
寄
付
行
為
第

３０
条
に
よ
る
）

◎
働
高
岡
市
体
育
協
会
の
役
員
が
お

願
い
に
あ
が
り
ま
す
。

★
賛
助
会
費

◎
会
費
は
１
日
１
万
円
と
し
、
１
日

以
上
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

）

☆
会
費
納
入
方
法

・
毎
年
　
６
月
１
日
～
１２
月
末
日

，
金
融
機
関

へ
の
振
込
も
し
く
は
体
育

協
会
役
員
に
直
接
わ
た
さ
れ
て
も
結

構
で
す
。

・
会
費
納
入
後
、

会
員
証
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

①
九
二
三
　
一向
岡
市
古
城

一
番
八
号

（高
岡
市
民
体
育
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（ぞ
奈
）
二
六
十
五
二
二
五

局
　
長
　
大
　
坂
　
昭
　
輔

第
四
十
八
回
市
民
体
育
大
会
の
熱
戦

六
月
二
十
五
日
を
主
会
期
と
し
て
約

一
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

当
協
会
で
は
、

市
内
の
優
秀
な
選
手

を
幅
広
い
年
齢
層
で
と
ら
え
小
、

中
、

高
と

一
貫
し
た
指
導
を
徹
底
し
、

個
人

能
力
の
開
発
と
技
術
の
向
上
を
！！！目！！
指
ｉｔ

て
い
ま
す
。

そ
の
指
導
の

一
つ
と
し
て

小
、

中
、

高
各
種
別
で
優
秀
選
手
を
集

め
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
ま
す
”　
　
　
　
　
　
　
！！

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、

年
間
を
通

じ
て
約
三
十
～
五
十
日
間
の
練
習
日
を

設
け
、　

一
回
二
時
間
程
度
の
時
間
で
主

に
基
本
的
な
個
人
技
術
の
向
上
を
ね

ら

っ
た
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
種
別
と
も
休
業
期
間
に
は
強
化
遠
征

に
出
か
け
、
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
と

試
合
を
す
る
こ
と
で
意
識

の
高
揚
を

図

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
県
外
か
ら
優

秀
な
コ
ー
チ
を
招
き
実
際
に
指
導
し
て

項
い
た
り
、

指
導
者
を
対
象
に
し
て
講

演
を
し
て
項
い
た
り
と
ょ
り
高
い
レ
ベ

ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う
と
努

力
し
て
お
！，
ま
す
。　
　
　
　
―

！

一
方
、

昨
年
か
ら
ユ
ー
ス
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
と
銘
打

っ
て
全
国
か
ら

ユ
ー
ス
年
代
の
各
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム

を
招
い
た
大
会
を
開
催
し
て
お
サ
一よ
！す
。

よ
り
高
度
な
試
合
を
実
際
に
見
る
こ
と

で
高
校
生
の
み
な
ら
ず
小
、

中
学
生
の

レ
ベ
ル
の
向
上
に
も
役
立
つ
意
味
の
あ

る
大
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
！
今
年
も

七
月
八
≡
九
日
の
両
日
、

ス
ポ
一ト
ツ
コ

ア
で
開
催
し
ま
す
。

昨
年
は
代
木
高
校
が
全
国
大
会
に
出

場
し
、

ま
た
本
市
出
身
の
荒
谷
君
が
ｊ

リ
ー
ガ
■
，
仲
間
入
り
を
す
る
な
ど
、

着
実
に
こ
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。

今
後
も
日
本
代
表
選
手
を
育
て
る

と
い
う
当
協
会
の
夢
に
向
か

っ
て
更
な

る
レ
ベ
ル
一ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
■

第
１
国

ユ
ー
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
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口，島囀瑠ザヽ
力瑚翻抑蝶珊

か
ね
て
よ
り
二
〇
〇
〇
年
国
体
の
た

め
に
準
備
さ
れ

て
い
だ
立
山
ア
ル
ミ
は

竹
平
栄
太
郎
社
長
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
社
会

へ
の
貢
献
、

会
社
の

一
体

感
の
実
現
と
強
い
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目

指
す
と
い
う
方
針
の
元
、

二
月
よ
り
女

子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ

た
。監

督
金
原
至
、　

コ
ー
チ
金
明
恵
、

主

将
田
中
千
栄
子
他
十

一
名
の
構
成
で
あ

る
。

コ
ー
チ
の
金
さ
ん
は
北
国
銀
行
を

全
日
本
優
勝
に
導
い
た
手
腕
を
持
ち
、

韓
国
よ
り
柳
美
貞

・
白
永
蘭
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
級
の
選
手
を
招
聘
し
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
残
る
選
手
は
大
学

・
高
校
を
今

年
卒
業
し
た
ば

か

り

の

若

い

チ
ー
ム
な

の
で
、

た
だ
今
は
基
礎

体
力
造
り
と
商

う
気
力
を
植
え

付
け
る
事
を
主

白 永蘭選手の力強いフォーム

眼
に
し
た
練
習
を
し
て
い
る
。

文
コ
ー

チ
と
選
手

一
同
は
寮
に
寄
宿
し
、

チ
ー

ム
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

練
習
は
毎
日
午
後
二
時
～
工
時
で
、

練
習
場
は
主
に
水
見
市
体
育
錯
と
県
営

プ
ー
ル
ト
レ
ー
エ
ン
グ
室
で
行

っ
て
い

る
。

そ
し
て
、

試
合
や
練
習
の
移
動
の

た
め
に
大
型
バ
ス
を
購
入
し
た
。

目
標
は

一
月
か
ら
始
ま
る
日
本
リ
ー

グ
ニ
部
の
優
勝
に
よ
る

一
部
井
格
と
の

こ
と
だ
。　

一
月
十
五
日
と
二
月
十
八
日

に
高
岡
市
で
試
合
が
あ
る
の
で
皆
様
の

応
援
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。■‐！ユ

．む
〓！！！！〓
は
，
一
！
！！‐ン！！！チ
部

昨
年
角
地
山
豊
氏

（日
大
・警
視
庁
）

を
コ
ー
チ
兼
選
手
と
し
て
招
き
、

引
き

続
き
今
年
主
将
の
本
内
樹
選
手
（日
大
）

佐
々
木
大

倉
島
こ

上
森
大
輔

金
品
商
）

平
井
信
寛

（向
陵
）
坂
上
嘉
規

倉
畠
こ

各
選
手
が
入
社
し
本
格
的
に
発
足
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
宮
越
社
長
は
創
部
に
つ

い
て
県
の
要
請
も
あ

っ
た
が
、

会
社
の

発
展
に
当
た
り
、

社
会

へ
の
還
元
を
考

え
た
。

競
技
レ
ベ
ル
の
高
い
レ
ス
リ
ン

グ
を
採
用
し
、

二
〇
〇
〇
年
同
体
で
の

）

コ
ー
チ
の
奥
さ
ん
が
賄

っ
て
い
る
。

内

容
は
成
長
盛
り
の
選
手
の
た
め
量
は
も

と
よ
り
、

カ
ル
シ
ウ
ム
や
野
菜
孝
・豊
富

に
い
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

当
面
の
目
標
は
六
月
十
日
に
開
催
さ

れ
る
全
日
本
社
会
人
大
会

（七
名
編
成

の
団
体
戦
）
に
参
加
し
、　

一
回
戦
の
勝

利
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

日
本
大
学
の
強
化
合
宿
に
参
加
し
た
。

七
月
に
は
警
視
庁
チ
ー
ム
が
来
高
し
、

合
同
合
宿
を
行
う
。

今
後
の
試
合
と
し

て
は
、

十

一
月
の
全
日
本
選
手
権
予
選

会
と
全
日
本
社
会
人
オ
ー
プ

ン
大
会

（個
人
戦
）
に
参
加
す
る
。

練
習
は
自
社
の
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
、

月

～
金
の
午
後
六
時
～
八
時
行

っ
て
い
る

が
、

な
い
チ
ー
ム
な
の
で
体
力
づ
く
り

と
基
礎
練
習
が
主
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ

っ
た
。

）

■
伏
木
海
陸
運
送
鶴

揮
準

部

昭
和
十
九
年
の
会
社
設
立
時
よ
り
発

足
し
た
相
撲
部
は
、　

一
時
期
低
迷
し
て

い
た
が
、

昭
和
五
十
三
年
よ
り
再
始
動

し
、

県
内
の
実
業
団
選
手
権
に
お
い
て

度
々
優
勝
し
た
。

平
成
二
年
第
二
十
五

回
全
日
本
実
業
団
相
撲
選
手
権
大
会
に

お
い
て
善
戦
し
、

ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に
後

一
歩
ま
で
行

っ
た
。

平
成
五
年
十
月
に

は
県
よ
り
強
化
企
業
チ
ー
ム
の
指
定
を

受
け
る
。

さ
ら
に
平
成
六
年
六
月
に
専

用
相
撲
場
を
建
設
す
る
。

幡
部
長
は
こ

れ
に
よ
り
二
〇
〇
〇
年
国
体
を
目
指
し
、

一
層
精
進
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

た
。

横
江
監
督
は
た
だ
今
選
手
は
六
名

い
る
が
、

ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
練
習
も

ま
ま
成
ら
な
い
状
態
で
あ
る
が
、

八
月

の
県
実
業
団
選
手
権
と
九
月
の
全
国
実

業
団
選
手
権

（三
年
連
続
出
場
）
目
指

し
て
頑
張

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

そ
し
て
、

若

い
選
手
を
発
掘

し
て
育
て
た

い
。

文
、

来
年
に
は

良

い
選
手
を
入

社
さ
せ
た

い
と

の
事
で
あ

っ
た
。

優
勝
を
目
指
す

と

の

こ

と

で

あ

っ
た
。

選
手
は

コ
ー

チ
夫
妻
と
共
に

奈
に
寄
宿
し
、

食
事
は
角
地
山

選手を指導する角地山コーテ

完成 した相撲場
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毎
日
の
激
し
い
練
習
の
た
め
に
、

関

節
や
す
じ

（靭
帯
、

腱
）
に
痛
み
を
覚

え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
思
い
ま

す
。

こ
う
し
た
状
態
が
回
復
し
な
い
う

ち
に
、

同
じ
部
分
に
繰
り
返
し
ス
ト
レ

ス
を
与
え
る
と
慢
性
化
し
て
し
ま
い
、

競
技
レ
ベ
ル
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
の

多
く
は
そ
の
選
手
の
体
力
に
た
い
し
て
、

練
習
時
間
が
長
す
ぎ
る
か
（
練
習
の
強

度
が
強
す
ぎ
る
か
、

そ
の
両
方
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で

同
じ
部
分
の
痛
み
が
何
日
も
つ
づ
く
よ

う
で
あ
れ
ば
、

指
導
者
に
報
告
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

言

っ
て
も
ど
う
せ
聞

い
て
も
ら
え
な
い
と
、

黙

っ
て
い
る
と

ま
す
ま
す
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、

こ
う
し
た
痛
み
は
自
分
の
身
の

回
り
に
注
意
を
払
う
こ
と
で
、

解
決
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
い

つ
も
使
用
し
て
い
る
用
具

へ
の
配
慮
で

す
。
と
く
に
シ
ュ
ー
ズ
は
色
々
問
題
を

お
こ
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

足
が

０
脚
の
人
は
、

靴
底
の
外
側
が
減
る
傾

向
が
あ
り
、

靴
底
の
減
り
と
と
も
に
、

０
脚
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

知

ら
ぬ
間
に
膝
が
痛
く
な

っ
て
く
る
よ
う

な
こ
と
は
、

よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、

Ｘ
脚
の
人
は
そ
の
逆
で
、

靴
底

の
内
側
が
減

っ
て
き
て
同
様
の
こ
と
に

な
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
靴
底
が
や
わ
ら

か
い
シ
ュ
ー
ズ
も
、

腫
を
着

い
た
時
に
、

足
の
変
形
な
り
に
内
側
か
外
側
が
沈
み

込
ん
で
し
ま
う
た
め
、

や
は
り
膝
に
負

担
が
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

む
し
ろ

靴
の
外
枠
は
く
ず
れ
に
く

い
よ
う
に

し

っ
か
り
し
て
い
て
、

靴
の
中
に
衝
撃

吸
収
材

（ク
ッ
シ
ョ
ン
）
を
入
れ
て
対

応
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
変
化
に
合
わ
せ
た

コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
作
り
も
重
要
で
す
。

寒
い
と
筋

肉
が
硬
く
な
り
、

思
わ
ぬ
け
が
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

短
パ
ン
の
下
に
ス

パ
ッ
ツ
を
履
い
て
保
温
に
つ
と
め
た
り
、

練
習
の
前
に
は
し

っ
か
リ
ス
ト
レ
ッ
チ

を
お
こ
な

っ
て
筋
肉
を
十
分
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

逆
に

暑
い
と
き
は
、

発
汗
に
よ
る
体
の
水
分

の
消
失
が
著
し
く
な
り
ま
す
。

水
分
が

失
わ
れ
る
と
、

そ
の
程
度
が
わ
ず
か
な

も
の
で
あ

っ
て
も
、

思
考
力
が
鈍
り
、

競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。　

一
気
に
た
く
さ
ん
飲
も
う

と
せ
ず
、

喉
が
乾
く
前
に
小
量
ず
つ
、

こ
ま
め
に
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



体 協 だ よ り平成 7年 7月

〈
行
事
予
定
〉

７

・
８
０

ｏ
９
働
　
ユ
ー
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ズ
カ
ッ
プ
イ
ン
タ
カ
オ
カ

７

・
２９
０
～
鈍
例
　
第
４８
回
県
民
総
合
体

育
大
会

８

・
Ｗ
内
　
一島
山
県
青
年
相
撲
選
手
権
大

会

８

・
２５
０
～
２７
働
　
北
信
越
国
民
体
育
大

会

９

・
３
側
　
一向
岡
市
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会

９

・
１０
側
　
ユ則
口
杯

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

（金
沢
市
と
交
流
）

９

・
９
０
～
１２
的
　
第
５０
回
国
民
体
育
大

会
夏
期
大
会

９

・
１５
０
　
単刷
田
杯

（ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

（金
沢
市
と
交
流
）

９

・
覇
０
　
一岳
岡
市
剣
道
大
会

・０

・
・５
〇
　
一品
岡
市
社
会
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

１０

・
巧
働
　
一高
岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

‐０

・
・４
０
～
‐９
内
　
第
５０
回
国
民
体
育
大

会
秋
季
大
会

１０

．
２９
０
　
≡畠
山
県
駅
伝
競
走
大
会

・１

・
・２
働
　
一局
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

１１
月
下
旬
　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

ー．

．
２５
０

・
２６
働
　
第
１７
回
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ロ
本
リ
ー
グ

越

・
３
０

・
４
働
　
役
員
研
修
会

・
反
省

会

３

・
１７
０

若
獅
子
青
少
年
柔
道
大
会

ト
レ
ー
エ
ン
グ
実
技
研
修
会

第
４８
回
高
岡
市
民
総
合
体
育

大
会
（ス
ケ
ー
ト
）

新
春
武
道
稽
古
始
め

正
気
館
柔
道
大
会

日
本

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

第
４８
回
高
岡
市
民
総
合
体
育

大
会
（
ス
キ
ー
）

第
４９
同
富
山
県
民
体
育
大
会

冬
季
大
会

１１
０
　
室
内

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会

日
本

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

２２
内
　
第
５０
回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
（
ス
キ
ー
）

高
岡
市
卓
球
選
手
権
大
会

／
）

平
成
七
年
二
月
四
日

県
営
高
岡
総
合
プ
ー
ル

『講
師
』
金
久
　
博
昭

（富
山
大
学
助
教
授
）

受
講
者
　
四
十
六
名

県
営
プ
ー
ル
付
属
の
ト
レ
ー
エ
ン
グ

室
に
お
い
て
各
競
技
団
体
の
指
導
者
や

学
校
体
育
関
係
者
を
対
象
に
筋
カ
ト

レ
ー
エ
ン
グ
講
習
会
を
実
施
し
た
。

特
に
練
習
段
階
に
お
け
る
効
果
的
な

ト
レ
ー
エ
ン
グ
法
の
理
論
と
実
技
に
つ

い
て
講
習
さ
れ
た
。

（　）

12 12 12
, 月  ,
24 'P 10
(日) /RJ (日)

平
成
８
年

１
月
４
内

・

・
・５
働

１

・
巧
側

２

・
５
的

２
月
上
旬

２

・
ｍ
働

2  2

19 18

(月) (日)

金久講師の指導を受ける

新
事
務
局
員事

務
局
次
長

本
田
　
幸
光

体
協
に
来
て
か
ら
は
や
２
か
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

相
変
わ

ら
ず

の
悪
戦
苦
闘
の
日
々
が
続

い
て

い
ま
す
。

各
競
技
団
体
の
皆
様
と
は
よ

り

一
層

の
連
携
プ

レ
ー
が
で
き
る
よ

う
、

親
し
く
お
付
き
合

い
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

近
く

へ
お
越
し
の

折
り
は
事
務
局

へ
ぜ
ひ
お
立
ち
よ
り

く
だ
さ
い
。

お
い
し
い
お
茶
を
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編

◆
集

◆
後

◆
記

二
Ｏ
〇
〇
年
団
体
を
目
指
し
て
新
し
く

創
部
さ
れ
た
り
、

強
化
さ
れ
た
高
同
の
企

業
チ
ー
ム
を
取
材
し
ま
し
た
。

今
後
の
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
チ
ー
ム
や
話
題
の

選
手
を
紹
介
ｔ
た
い
の
で
情
報
を
お
寄
せ

下
さ
い
ず
！お
待
ち
し
て
い
ま
す
す

！
（Ｅ
）
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